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｛特集 震災廃棄物処理特集（1) ] 

災害廃棄物分別・処理戦略マニュアルの概要と今後の課題

浅 利 美鈴＊・吉 岡敏明科 ・酒 井 伸

［要 旨］ 東｜二｜本大震災に｜捺して。廃棄物資源循環学会内に立ち上げられたタスクチームでは 「災害

廃棄物分別 ー処埋戦略マニュアル」 (JSMCWMマニュアル）の作成と発信を進めた。その概要を整J_!j]

すると同H守に！今後の展開を検討することを問的に！既存の国内外の指針類を レビューした後

JSMCWMマニュアルの概要を紹介した。

海外で、は 米国のガイド類が充実しており，情報が体系化されている。国際機関もガイドライ ンを出

しており。要点が簡潔に整理されている。しかし アジアを含む各国との情報共有に向けて。取組体制

や幅広い選択肢の検討等が必要と考えられた。

JSMCWMマニュアルは 東日本大震災を受けて，現地での対応を記録しつつ．全国の専門家等から

知見を集約し 解決策や選択肢を提示することを目的としたものだ。分別 ・リサイクルを基軸とし，具

体的な選択肢を詳細｜に示したものとなっている。しかし．事前の計画立案を支援するためには。さらな

る知見が必要と考えられた。

キーワード 災害従業物マニュアル ガイドライン t 分別 リサイクル

1 はじ めに したりしたため 1 多くの自治体では．災害廃棄物への対

応は大幅に遅れた。

2011 1「3月11日の東日本大震災では．地震と津波に そのような状況の中.2011年3月18日に民棄物資源

より．膨大な量の災害廃棄物が発生した。その量は環境 循環学会内に立ちあがった「災害廃棄物対策 ー復興タス

省の報告によると約2.500万 tonとされ阪神淡路大 クチーム」 （以降タスクチームと呼ぶ）は！その翌週3

震災の約 1.7j音にあたり 1 世界的に見ても 2010年ノ、ィ 月25日から現地（仙台市役所）に支援メンバーを送り

チ地震＇ ＇c.>ltぶ記録的な量となっている。量もさること こみ 1)災害廃棄物に関連する情報プラットフォーム形

ながら！質的にもさまさまな課題を抱えることとなった。 成＇ 2）幅広い社会の災害廃棄物対策ネッ トワーク 3)

放射能を’山一びた災害廃棄物についてはここで、は触れない 災害廃棄物に関する学術的記録と対策指針の改訂に向け

がそれ以外にも 船舶や津波堆積物に代表されるよう た基礎的知見の導出なとを目的に災害廃棄物管理に関す

に沿岸部という土地柄や大規模な津波の影響を受けて？ る支援活動を続けてきた。そのタスクチームの1:j:i,L,、的活

これまでにない税類の災答廃棄物への対応が求められる 動のーっとなったのが 「災害廃棄物分目IJ.処理戦略マ

こととなった。また！大規模なインフラの破壊や人的被 ニユアル」 （以降， JSMCWMマニュアルとl呼ぶ）の作成

害（人命救助捜斉の長期化）を受け行政機能の低下 と発信である。これは。現地 （特に仙台市）での対応状

が見られたか能力や資源をはるかに上阿る業務が発生 況や優良事例課題を記録しつつ全国の専門家や実務
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担当者から知見を集約し謀題の解決策やより良い選択

肢を4是示することを目的と したものである。このマニュア

ルは，実際にいくつかの自治体で、参照されたり被災地と

それ以外の地域とをつなぐ役割lを巣たしたりしてきた。

他方，今回の災害廃棄物への対応が一定進む中，他の

自治体等においても，災害廃棄物包理計画の抜本的見直
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存のいくつかの指針の知l兄の統台や発展が必要と考えら 辺、令 ー剖削 （東｜守本大震災以j)iT) は［＞＜＇.［ l＇に示すように

れる。現在の JSMCWMマニュアル （2011年6J J 15 F-1 なっており 具体的なものとしては 震災民楽物対策指

版）も 。 大規慎な津波にドドい発Ljてした l~fli~物を ：守：＿t；る対 針iと 水害廃棄物対策指針いが策定されている。また

象としたものであると同II告に 災告に備えた事前の計画 大規模災害に備えて 災害民棄物処理に係る広域体制lの

立案を念頭に出いた構成とはなっていなし、。また！国｜人j 手引き＂が作成されているほか！廃棄物業界における処

のみならず M外！特にアジア諸｜王｜との知見の共有が主 理支援の手引きν等も山されている。ここでは。具体的

要と考えられるが 卜分な議論はされてこなかったと考 な処理内百等も含む2つの指針を取り上げその概要や

えられる，，。 記載項目を表lにまとめた。なお！ 日本においては！し

そこで JSMCWMマニュアルの概要を整理すると｜司 尿処理についても対象となっているが ここでIi詳しく

時に！災害廃棄物管理 （計i刈）に｜期する国内外における 触れないこととする。

課題や展開を検討することを目的に 本著をまとめた。 治外でも災害廃棄物対応、のガイドラインは散見され

まず，既存の国内外のマニュアルや指針のレビューおよ るいが！特にまとまったものとして， FEMA(Federal 

び比t絞を行った後 JSMCWMマニュアルの概要を紹介 Emergency Management Agency 米国連邦緊急事態管

し，今後の課題や展開を検討した。 理局）による「公共支援～災害廃棄物管理指針 （ガイ

ド）J" （以降.FEMAガイドとH乎ぶ） • USEPA (US. En-

2. 圏内外の既存マニュアル（指針やガイドラ vironmental Protection Agency 米国環境保護庁）によ

イン）のレビュ る「自然災害廃棄物に対する計画」，，（以降 USEPA計

国lと呼ぶ） UNEP (United Nation Environmental Pro 

2. 1 国内外の既存マニュアル gram 匡｜連環境計画）/OCHA (Office for the Coordina-

円本における廃棄物処別に係る防災体制に関する各種 tion of Humanitarian Affaires 国連人道問題調整音｜；）共

． 災害対策基本法〔昭和36年法律第223号〕
・ 大規模地震対策特別措置法〔昭和53年法律第 73号1
・ 水防法〔昭和 24年法律第 193号〕

・ 防災業務計画〔平成17年 10月，環境省〕

・ 震災廃棄物対策指針〔平成 10年10月7 旧厚生省〕
・ 水害廃棄物対策指針〔平成17年6月1 環境省〕

・ 都道府県地域防災計画

・ 都道府県災害廃棄物処理計画

市町村

・ 大都市圏震災廃棄物処理計画作成の手引き〔平成 12年3月 旧厚生省〕 ）

・ 災害廃棄物処理に係る広域体制の手引き〔平成 22年3,El，環境省〕

災害廃棄物処理に係る広域体制整織のための参考資料

図l ｜二｜本における廃棄物処理に係る防災体制に関する各秘法令 ・計画の位置づけ2’
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へのけ1.(. 危険物漏洩の＂ r能性のある11・.i:o物f(I厳JI:な似nとj自JIな対仏、の臣官でu

'It!↓l I +i!'Jil＇な也 Fl'.. ＇）サイクルの椛 J並tそのためのlf¥Ji!IJHI:I 叫に刊の耽肥1じ＇i＇）サイクルを輸と

＋＇！＇＇イクjレ Lた処理的7施が巨世
コノクリ I 出l世川村 山悦材川（白川 し 付 1•11l•.-11·H コ〆 +rn むが－~·＇／！ l,;I記長q旬 開1rx1よる止店 内小j£'1の＂Tii討中がある＇ l.iιご；.，.：よ甲山l処Fi！がι世

処JI'. ク＇｝ート廿付 j引JlllH 水；jを汗んだ引も':fllを11ーするため陪先的i:≪・r却化 却·11~1)!\;j を ii う巴官あり
＇｝サイク，， 金 I，~くず世c~lllH. 担揃町村 ．司、株J「、時，，物 「北仲 Ii縮工5をL ¥'t出ifヒ物を選、＞Jil. ·~；丘を川·＂~うr

本くず m引日材パル7・1，：！件 •I" - l・H I胆刊 本民化問刊 ・水－＂＇＇冗世物｛止泌を混入する 11；，；，が多く • l 'lllJ 処珂iや＇＂終処分円前に雌昨 Aるい咋脱記処即
j’＇Itri苛か勺日正帥 淡路／、；；；λにおいては＂ r燃物的多〈は惟lil処分 が巴型
されたことがhかる

モニタリング 特i:!!l小字し 特しJ.'1不なし

十i'itl!i、防l
＇＂火 ・＇，ii!町出，＼L">'i』でもiiへωリサイクルのためのうfりll}fi！河＇Hlk うt¥JIJl.Jrll／の倣Ii（のためH！＜＇.への己、相＇ Oil忠Iii! 1u，；がこみを川：1汁ゐ県的制 収集時間およ

コミュ二ケー
ごみ腐敗物の俳/l:JiiJ• ィ、； 1 •n軒や肝焼さ.，，の不j~』！担＼ l'I ＇ の 1:J; び似品川！日l似ii'<'.坊の場所／；よび，；11何状況 ＊ラノ ffアJと伝IA、相1jiJ:. 市町村の！日I＇、台わせ
111 似i11＇.印針。川c111!ii！＇や維持.，.，.即！ii！：＇.・）＜：ついて II凶か勺のII :t.111 

ンヨ／
ll'.'81£ fHiが市型

減：，；；； lfl:ll／，，、ct,:L ( 舵l語恥物処用施設の耐民iじ可はあ＇＂ 特1:J;1,r<(.cL ＜一般Hi事物処坦l岨i.. 1'.'i＇の；－1.PI 司；•＿，；，はあり ｝
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表2 iiTj 外の災'.;i:' l~t棄物対！之、ガイ ドラインの概裂や記救Ji'.(11

本比一C"lllff'I－ ~＇ fr 1円
タイ lル

トl~I 、 11 fト L'S!・ l’ミ .:11山l
礼、いl出 IM~I堤竹町／，.） IF！孔Iい
う、Jl:_!i!1;
孔,i,'lil'i＇：物・＞＇＇.・m:;;1，ヅffド｝
l'ublic I>引S1Cl!l('('

本l1jl;1Ji'11¥'./tli' ；［ぉm’い
［＇［吹比百1;1詰'1却に汁lふI汁！州

l•I•± 1l'NEI 1けじ［［，＼1ゾfイlヲ（/ 
LIKFI' ll(II.・¥ !':Hl¥ll>'iユープ｜
孔.＇：時刻E物r;'J＇［！ガイドライノ

1'!<1nnl日記fnr~u1u 1 al Ill凶a当＇＂＇ [), b1 1日 l] 1>a>1c•1· ¥¥ u>tc "I.1m1g1 ment (.1ndclmc行

九
什
作
の
山
町
什

此“！：！叫lι f[)d,,・i詰 X1'11rnw・1111、：≪ (;uide 
I Fl・:OIAよ2.>Juh・ 2洲町

先行司 I 2tx万平 fl'f..i刊 川3句ぷ，，的改，.［） f 2111 I i[ 
｜川地ii政！｛千 11 1：快の ·•·， 1.. ；』ι山手lj判1~：1 I地)Jコミえよテ J 地!il'(l{f.川 他的迎11:1屯l叫 EI ’＼ ｜主 ·， 1;1姫＂＇物 1·:•111 1 ；占動の；；施行 （ （証明lx11；が.e.・i::中川＇.・）：o）＇）；、崎町｝

対怯 I I 
｜ ど 11血Ji'I＇崎川 1恒常拘rm. 位 d;J( I 

+11:¥i政い：i2 fl9 
l抗出公JI；瓦f左i自刊 （J(j（＇を吐けられる 11.作品
長「lを満たしごいλ》かつ） 12. 1Hc物.；－r，•~11 , ;1州の1月成
革二吊；火λl起官拘FFll,il州のコノヒプト I3 Jピf主カζnりれる州 j由｝jjコよび］（I/iiの官t原

本H恥1荷此 ｜品川 J世11: ｛何
5. j曲J、の札：＇：＇カ、勺 l主山 l'.l!:約？
6. 州べ’l也 J,山火；1;.1i1>c物 1·:•1111川l山Iの i刊および!11 1訂

A ，；~＿I；、の：人引かりつhぷ （ ルイ／ア 7 '"Iケー〆プJトII 晦；，物に｜閉するニーズの把jl;! ！ ~＇..＇~•.付帯l問 ）
リーサ リタ ：ンンツピ ノ、＇／ケーノカトリーす 12 ＂足首E物ハザ ド！店＇！千刊）ラノキ〆グY ル
ハルムビ－・I ヲロリダハリケーノフラノンス f 3.恥恥物JfHlr、氏
ジーノ サノデfエゴ カ＇／フ fjしニ7 2〔川口ヰれ II. 臨11rn•F処Fl1坊の.：11町Hill
官：大手L コスカ／ピア フ口リグハリケ Jイワ f5. I元世物｛こ｜叫・j＜：，ニ ズの肥料 <HillI ~II 則）
ノ ロサノゼルス カリフ寸ル二ア ノースリ yジ地f6 I主助官金調達川動のl~i供 l位式
Ii. アルステ＇ I ニューハ／プンヤ－ 2虻＇l['i!l f 7.臨時1民廿処即均的問H¥I問寸る11111

ド 桝休ヂt yクリスト I '" ｜且弘刀出来物ブ11〆コLクI＿，尖施支持にI悶わるリノーース
G FE"!..¥ !iii フ7 クトノ ト IK ルイジアナでのハリケーノカトリ－－／・／去の弘，；：1;1;1物f9活動iru：利時

n1~1. におけるイl・gr世世物施必のml距および情報公11:id〕lIO. Ill語解品
ピラ I II 時拍肘A

I 1111,(1 I地主任rnのは制と山Ir い ,lj［巾lrii／に IF!°'!AガイドのFl'FJ1.百｜仰！チーム円。｝ 11 連悦 （行政限｜明 他的判·1:•1同時 E l川町主将との述批）
2 .. ~＇·；立される／ I I J'.Jf. に対する見方暗証｜ アップデートのスケジュール；h.c' 12. ；；~：佐0)1起草：拘やがれき訂！の位百i
1同町子州 12. f.11,M<'J[U: I災；1；・%虫物の附制的l日l，ヒおよび；，：，01f-ィ問 f3 弘：与のがれき惣＜：I羽する防1U注目5
3 JU：•同県1旬以忠世田守 ｜ I罰J克出制的リスト 火i年月t計初日；則的現有の能）Jおよ 1-I.1；；棄物やがれ与倒的措＇ H<if-測
•!. 'j('.1;1世主物;"l'FI！サイト ｜ び，if・I,(}f,J：、のl主.:.t.i¥PI［サイトの事前選定 施設べ・：・： 15 イf古物＼＇［のぷ叩 jー消M10，；，む！日記n物
5. ：）；市l桓庶物減，，.， リサイクル Iii！• お｜ Ff!における記官物の同・－12. コミコニケ ノ丹ン＂州の I6 j直!flを企ける！Bi地hの申段目，，，，
よび処即 I Ii:ik. 'JU ：•噌京拘防」｜純時｝ I< 噌庶物やがれさ官！？？玲！！；おける現内の＇l!J,Fl'ii~!;. 悦官物ヤカf
o契約し，,'i（い茶店 I 3 'Ji市lit恥拘1111:戦時 I ilcffir:1則する迫1l'!ii！＇の決Fじ
7. 弘山高官拘f'i!:、のモ タリノグ I I. f己防な主川町M，じと lf(jj に l叫する幼；•； ｜民 共備や行政lのニーズ
8. j（川！ljOJ拍U: 削 [l:1:1県ける，;f·[!I• [ Ii リサイクル町選択肢 I 9. Ir j出出世物官J'I!（産業JIi'＇！：時世物 京出品（r'｝日記供物｝

l師＂＇ ｜り 他山および化令叫時 ｜“ 府吹物かつのエネルギード• Ill （的出；1~1p, I 111. ドペ時系曜研1句作町 ｛？卓会刊l記史物 ｛｛【作物坑辿・；；；・の1¥1'4＼物i
<.:I i山j；＇；.恥 fill. 11;相公l~＂＂＇ i I 7. 処分町選択肢 III. 3古川およUがれさ削除Jにl問t＂＇＇~時 （ illU品川Mの出先！江
！問すゐ、｜ j 8. ~＇）＇暁さ ｜ 他Ol''Cき地に｜叫寸る向山主 事業所ヤ馳j品における消倒的傾

9. ！記官1:1町寸，u耳lJ旺配岨＇liJT！の型的 I ;tri. ・J<riii'..<'i歩による協〉じめ＂＇施 1
！~. 一時的な ridc1切やカサL き制的向：干r.•1品！討のm:
13. そのF即
[.[. リサイクルの選~;ll'i rjj；や他の＇＂＇＇ コ〆クリー卜 し〆
ガ他山也北Ill川刊本付ヤ判 iA フラスザ ノク ガラ
ス 他0）包性付 j任肥1じゃバイオガス的生出
lo. Ii／虻物処汁の直択肢 1・11¥'(!'.Jfo：処＇1i.i'Il :r.也Yげ（水久的H
l“焼却の逝れll'i
1 7 町地きの；~択肢

I. 1\",:• 
"・ Fリ｜（緊・.；n世間Iii!IIIWWI. ii!III!!IJよごとの 均 fl）な f•JI き
i込者｛は 位機·1'iFl''i·11•1の十月怖を ：－； む ｝
J r,・11'すべき司＜・i::τ/ifi!

A リi'hj党首~l均 n;r1',ll1川町 i i 附
I¥ l'S.ヘCE1:ri< l司Hi桁.，，，ド手jl二よる
ハリツー／＇i'.',1;1；；批判lli'.ilモデ＂
仁川：＞！.－＼ !FA 
口 モニタリング陣式的汁ノブル

IHJI再出 IE ＂古晦批判~＇血 行列iサ「！のIr'九
十れrfri・

i前コミ zニケノ 3〆，if・仰l
ハりケー〆了f刷 J沈む在；p.,,,j也｜ハリケ ノ 地主正rn.山4 I ＇！.＇！；火以 11；：•；，火 1 11''1\fj也淀 i!H；、 lド波 J、リケ ー 〆 白帆サイク円〆拍 ＇i• IP.i. 

m・，己批！：＇ Iii.火.，，，水片的、 V テ'1JdOJ 制ノのl大 i山々 の＇i'恒にl,![Lんl人!'iiご｛よ止ぃ， ｜！リIi.扮下 J(l!!Jr 
I ' I ＇~＇にd11＇－た I1・l'ii・ご！主主L川 ｜ ｜ 

見｜ It-.別式を川が l・i科目 ζ ；，問・I'' If-I川式を例，J、＇l'S,¥CEモデルlフ口リダの2地域のそ11.¥1:1:1-1，な＇－ ! [.Jj,/:I: l＂＇て ごみIf（担l止のf川（なとの収状犯
科fjt't.:,,j制I I 
府i ｜ ｜デル利frI，；＼＇酬はウ，－，； rイ卜へ..！＜・草｝ Ill＇をIiうフ1 マγトが11-J、されている）
官｜ ｜特にH心牛 L f • Jf1ill的地域内川、：： i< オ；：， J品什は川辺地J,X(,l処Pl!i'cJJt悩1・市一！りj緊：！.lt;ilりflで性用保酬丸しを (i;,;.i
設｜ i町fの I 1.:1.話慣れ立小川巴JI;! i'i'F！＇品川i判！Viのための J－・ル｜・弔問 liU川阿川Irご也l'l'.11J能川やおナ人れ！！f能スケノコ ル
品｜弘哨i l.jl心1 I＜也Pl＇施，；1のデータベース，， ;, ＂..・＇の布＇ifr. lリ：北!ii＇の｜長｜ を肥料 rrtu1・> 
引｜能 ）Jのi~11: I J .:.t ｜・Lしくは市川間 tむ慌行n.d州の山山として 民存に耐え
耐｜ ｜ ｜ ｜ てあらかじめi俳附して匂〈

に｜ 1 1.＼•に此，l牛 L I~·性なスタ ッ フ 門il＼丹の＇ii・＇.＇刊昨［以 t叫なi直II，ベ・.. 1怖i特i'l止，jな L
つIe.世な'!ii<'.'I I 
ぃ｜ I I＇初j州から処即1，；；ゐ段附での同a ｜ 

て｜ 川 l l山県h日、内川町家財：Ir川州と1・11「川町削I汁泌能）JO)j巴NJに行いて附れてい心【，r,1r川において尉官物抑制別に帖；＞； Jfilを同小
竺 1 11，.，，ι，［.＇.OJWj'. • lれ配慮が世I旦なむの＇ I 制な ..c＆はない｝ ！ 

，，~； I I ・;・;'Pl＇＇＇イト士ぷ！十ゐニとの l正所 生i.I’fl人的随時べ’山崎を）る土めのサイトの事件 ＇！：け人れ，；；；のllH』－1：：.：弘、て士＇，＼ P[! 般的（，：什立！.＼ I，世間せずに叶ιj品什はL
お i 背開サイト ｜下川町サイト I•此 ι市データ If （出現｜↑引川市 1;u立そニタリノグ撤J、時間l サイト l什 Jち入｜ない ア七スメ〆トの巨官村公栄町＇I•.への配慮 rnm公i::1 な
Ul t 似 ii＇（さ j品 • IJ自モニタリノグ ,i¥11f. ,;W，＇および辺 1111り制以 うど辿＃附括計付出 イ，.，.子l記官物行問サイ卜（間｜と） 臨11.):11'1'1.'U即助ll制すゐ山立町 ιfo l の『 i'..•3 .1.'!: ii・ 令対
ヤ｜ l,il・f1h1 Iサイト..1.n・. 行PI'..l;Jllti ｜！る＇＂＇ ＇＇抗 ｜出

主｜ ｜！川県 日開サイ lJ 0)!f1 C－触れていω｜汁別？？聞の記官？？ イu：拘引か仇／I',Lた均什の対応 吋型If.Ji/:2に行いてハ付ード t11・,r:tt lを'i:';PI!特t:rw;u'd干の......，，、む
よ111主唱州知｜ 吋h加なi記i・＂はない？ ｜となるイi肖ri;；＼物 l家出品(r'',i;'I屯恥物 アスベスト川市｜の ぶIii;?:if l作1免供物 l喰刊ニス 制 IJ.i2虫剤！ 医相品雌
ト｜への対応｜ l'it I℃ll.貯凪タノク 小火叫武：nrへのけ体的 f；＇物小党蝉 j血，r; 州軍ー1•·J<f1判 リノやその他の式出t:;"J

｜ ｜ゴーされた晦官物 リ／やその他的式出山求。i;r；世物は
+,"(;,(Jjil: 焼却肘焼さ 工アカーテ 1 + ·1~1 イ クル町出p：収 ＇｝ユース リサイクルを十世'Ji:.. 1'.・ I f.J'U3にJ；いて 1極的肘附別に処うf リサ fクル リニヱ←ス）j
ノじノトf地主II.r_;p立 ι~＇ ~cr.l!.'i I 体的な品lI 'ill嬰＇＇＇・ .，；剤処即本H.道路やl品 サ分解f；土を川不 l!'.i本自立以前町J!,.. ~191はない｝
．ヂyブ（七 世昨 ｜ 1刊の＇i1-"1却 !'I肋＇＂ 船舶 1・11防本世 間II＼件1;1私物 1・同l'J泣時j’r＇字かりの ！伝車拘 J111:1.地下で迎rEに処分
．リサイクル ｜ 端的物志・iii.）、際のリサイクル例 （）他民社h水ハ1・コノクリート レノガ木村 リユース リサイクル処分の
・11~終処分 ｜ リラ ノ世在 1・1然火Ji.吹ワ ｜ 選択11'ゐi)

処即 ｜ ｜ ・エ宇ルギー＇＂＇~＇的見注射；山 イII与をものを除Liて晦車l0.'-1・.，.. R矧 － ~'t円程事物 ラーブルli!. i砂やi日 k刷出拠物 緊
リサイクル ｜ ｜ ネルギー川以胞Jヤ火）J党l正＇＂で対応＂ Ti''・ H1江町jc¥'[[2対抗l!IJIはリユ ス 'Jサイクルはr,1，＼＼せず I'll.ι咋

ハイオマスとしての利川町山功例 ｜．白山1;1京拘 ・;・;n明開：u世で迎1F処分 ｛それまで似frl
・~frの選択肢 fl刀てないものは邸＂＇ごみ則す ＇.！！＼廿坊と干
で辿刊に児rn.イ！＂.＇，＇物や時＇＇＂物的 ',f~j ljが前世
．昨＇・先占 ・！＼＇・；・；・スペースがなく：；：が膨kな場什現制をJJる
配で肝·iii. きが11J(;~ tエアカ テノピyト悼J引が望まLr、｝

λ－，；：：1記官物モニタリ〆グλタyフ モニ ｜ 「l旺rrの処J'I'汁叫Ii~IJの11山崎jにおいて.1l≪Ji日、」つ｜！日本的なモ二タリノグ｝filに｜則寸るI記述はないが f.JHIや1IH 
モニタ ｜タ 町役訓 l~i!：、のそニタリノグ Iii! ： ！ いて触れている 1.. 1細企記述はない） 保行j品所ベ叫聞に 15のニーズ肥似／くは 現状モニタリノグのy ルとみなせる
｜｛モニター矧，＇，＇【片 トラソク－~別リスト l .t；汁心原地モニタリノグについては品目rirでυ己述

リノグ I ' 
l附f!i；弘子ケヴ！ンスチムl 特別なモニ
タリング＇i'lf!
lタスクの訓＇＇＇＂＇て ；，まれるべき初出1e世なi'IWOlf.;i定 地~＇. ll'J な Jfi!• （メデ ィア ピラ ·；~1 「辿拍と訓性j の軍要性 尖宵月五染物除去をム；慢する例制l＇ ~··凶

州知公I~／ I 1WjS. ・:・;'HI＇サイト ） 山II/リ1て戦時 ｛メl,./i. イノターオγl・I体制 ｛許制哨w·• ·,1.川との直11\. Iせずに円l己－1'¥してf，，へゐ） 廃車物的押印lやi：十両川動杭恥0）肥
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！日l環境ユニ y 卜による 「災害燐棄物f后理カイドライ

ン」加 （以降 同辿ガイドラインとII千ぶ）があげられる。

そこで これらの概要や記絞項目を表2にまとめた。

米国においては 原則として災害廃棄物への対応は州

政府などが行うこととされているが。災午与の規模や自治

体の対応状I兄にl，じじて ロノ、一卜.T.スタ yフオート‘

災害救助および緊急事態援助法等に基づき. FEMAが

公的支援を行い。また USEPAも専門的支援を行う。そ

のため FEMAガイドおよびUSEPA計画は 州政府等

が自ら災害にや耐えるための告｜｜見を集約したものであると

同時に， FEMA等からの公的支援を受けるための手続

きなどを記載したものとなっている。

他方 国連ガイドラインは，復興に国際的な支援を裂

する国等が利用することも想定している ことから，あま

り高度な技術的情報を盛り込んだものではないが 世界

的にがし用性がある内容となっている。

ここから！簡単にそれぞれの概要や特徴を務理する。

2.2 いくつかの指針類の概要や特徴

2. 2.1 日本における震災廃棄物対策指針

阪神 淡路大震災のf交自治体の事前の対応準備を主

｜限にまとめられたものである。第2章で！事前の備えと

して 一般廃棄物処理施設の耐震化等および震災同応急

体制の整備 （事前の計四立案を含む）について述べ！第

3および第4章にて，実際に震災が発生した際の応急対

策および復旧 －復興対策 （基本的には事前計画に基づ

く）について述べている。

特徴としては 次のような点があげられる。

阪神 淡路子三震災での経験や事例が本文や資料にて

提示されている。

市町村は通常。震災廃棄物の収集 ・運搬 －処分を行

うものとされるが，被害規模や状況によっては！倒

壊家屋の解体についても。特例的に所有者の了解の

下で行うことがあり 。そのためのシステム構築が重

要であると特筆している。

－リサイクルの方法としては。コンクリート！金属く

ず，木くずのみが対象となっており。阪神 ・淡路大

震災での実績の有無と一緒に，資料 11に示されて

いる。

注意が必要な有害物としては。アスベス トがあげら

れ。資料12に建築物の解体・撤去に係るアスベスト

飛散防止対策が示されている。

2.2. 2 日本における水害廃棄物対策指針

2004年度の新潟県や福井県での集中豪雨や台風被害

を受け，自治体の事前のあj応準1ililを主限にまとめられた

ものである。基本的な憐成は前述の震災廃棄物対策指針
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と同様となっている。

特i放としては。次のような点があげられる。

いくつかの水害での経験や事例が本文や資nにて促
示されている。

水害の場合，水分を含む廃棄物が発生することから

仮置場における衛生面の配慮なととも感り込まれてい

る。また水分を含む畳：への対応や)jii,泥処理の必要性

も特筆されている。

－分別については可燃物 （衣類ふとんなど） 不

燃物 （瓦．陶器7 ガラス片なと） 資源化物 （自転

車 スチール物置など｝ 粗大ごみ （下駄;f~i, タン

ス。ベ y ド。畳など） 危険物 （家庭用ガスボンベ

消火器など） 家電リサイクル法対象物への分別例

が示されてお り 特にフロン回収対象物への配慮の

必要性が示されている。

2.2.3 FEMAガイド

FEMAガイドは，州政府や地元自治体等が緊急事

態に備えて。災筈廃棄物への対応計画を立てるために作

られたもので t FEMA等からの公的支援が受けられる

基準なとを反映したものとなっている。かなり幅広い情

報を扱っておりページ数も多い。

特徴としては，手続きなどがきめ細やかに説明されて

いるところにある。たとえば.FEMAによる公的支援

を受けられる条件を満たしているか （適格）に関する基

本事項を，冒頭の第一部において整理している。そこで

は，公的支援が受けられるかに際して，適格 付ligibil

ity）の定義被支給者．支給対象となる施設や仕事

公共の関心。 妥当なコストや特別な配慮事項 1 支援対象

となる民間施設なとの要件を主主理している。また守支援

対象となる処理例が具体的な廃棄物種目iJ（木材 建造物，

家電，有害廃棄物など）に提示されている。

第二部では災害廃棄物管理計画のコンセプ 卜が整理さ

れている。技術的な詳細情報はないが具体的な事例も

交えながら術脈的に整理されている。また、各節の最後

に検討項目やチェックリストがあり .Jll買を追って計画が

立案できるようになっている。また 付録Aには！災

害廃棄物管理計画の骨格が示されている。いくつか特徴

的な点をあげる。

－収集についてはτ 家庭系有害廃棄物および白物家電

については特別な配慮が必要としている。

－管理サイトの設置や運用については具体的な図や体

制も示している。

－処理 リサイクル方法については。減量方法として

焼却処理を紹介しており ！中でもエアカーテンピ y

卜焼却 （AirCurtain Pit Incineration）を図示 して

いる。これは＇ /'¥ (pit）で災害廃棄物を焼却する
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｜際に ）瓜が火をmし、ながら 1-1＇にl吹きj6むように送｝ff!¥
1幾を設置するもので.J業弘司kなどはないが 専門

家の知識と経験を史ーするとしている。リサイクルに

ついては 一般的にリサイクルできる素材として！

金属 土壌。コンクリー卜 ・アスフアルト レンガ

を例示しているのみである。

モニタリングについては トラックの積載状況の

チェ yクなども含め。詳細！な情幸Rを扱っている。

第三音15では連邦政府の業務として FEMAの公的支

援業務やその他の連邦支援についてi 体fljl）や支援内容が

整理されている。

2.2.4 USEPA計画

USEPA計阿は FEMAやナ｜｜による災害廃棄物対策

の方針を前提としつつ！より環境配慮の視山、を強調して

災害廃棄物への対応を計画するためのものとされている。

特徴としては。実際の処理技術や業者情報を得るため

のウェフサイトを桁介したり 過去の事例を利介したり

して。管理 ・処理に関して相当具体的な内容となってい

る点があげられる。

・たとえば 「リサイクルの選択肢Jの節では、）｜｜自に

廃棄物種をあげ それぞれのリサイクル方法に関す

る詳細な情報が得られる業界団体等のウェブサイト

を紹介している。

－有害廃棄物への配慮、が随所で示されている。具体的

な品目としては，家庭系右害廃棄物． アスベス ト含

有物質 PCB.貯蔵タ ンク 小火器武採薬剤l処

理木材などがあげられている。

付録では いくつかの種類の災害における実際の対

応を守写真を交えて具体的に提示しており 計画立

案や対応にあたって参考になる情報が充実している。

2.2.5 国連カイドライン

国連ガイドラインは 国際的なi11inlや支緩を念頭にお

いたものであり iiUll性のある重要事項が粕交され コ

ンパク卜にまとめられている。特徴としては守次のよう

な点があげられる。

－「手引き」においては緊急対策期復旧初期．復旧

期危機管理言｜阿の策定という 4つの期間に分けて

対策上重要な事項をチェック リストのように列挙

しており ！各｜時期に実施すべきことが明快である。

事前言｜阿の立案については 「災害廃棄物危機管理

計聞の推奨内容Jとして 18項目があげられている。

ただし 詳細な説明等はなし、。

・付録は。手引きと連動しており 分別表や取扱表

（リサイクル 処理方法を合む）等．すぐに活用で

きるツールが充実している。特に廃棄物に関する

ニーズ把擦のための表が緊急対策邦jおよび復旧初期

illにi{l1'-1iiiiされているが．これは他｜ヨ｜からの支援を受

けるための情報止声明！のf.i:I味も持つと考えられる。

イ，j;i:fl従来物については 付録2でハザードランキン

グツールが提示されている。また 本文111では

「災害廃棄物の危険性の磁知日ljにみられる典型的な

リスク J として。 化学物質リスクや~I 物学的リスク

物理的リスク 地域環境へのリスクの特徴をまさ理し

ている。

災害には紛争が含まれており 武器等も注音、すべき

廃棄物として記載されている。

－リユース ・リサイクル ・処分方法については．付録

3で整理しているが，全体に投棄場や埋立地での適

正処分が主となっている。

2.3 比較および考察

日本の震災廃棄物対策指針と水害）発棄物対策指針とを

比べると その聞にリサイクルの選択肢が増えたこと

家電リサイクル法を受けての対応が加わったことがわか

る。その後 さらに日’市のリサイクルの収り組みが進展

してきたことから 現在や今後の災害廃棄物への対応に

あたっては。さらにリサイクルの選択肢が増えていると

考えられる。

一方。米国や凶連のガイドラインと日本の指針とを比

べると H本の方が廃棄物処JJl!施設等の防災体制つま

り関連施設の耐震化や浸水対策などの指針は体系的に示

されている。また 災害時の周辺自治体との協力 連携

休制についての言及は特徴的であり これは広域体i/!1）の

準備引とあわせて特筆すべき，占と考えられる。一方，処

理計画立君主にあたっての詳細な情報（処理 ・リサイ クル

方法の選択肢管埋サイ トの設計運用 モニタリング

等）については米国の FEMAガイドおよび USEPA

計画は。日本の指針に比べて充実している。国連ガイド

ラインも。具体的な分別表など実用性の高い情報が充

実している。また 阿者とも 有害廃棄物については医

療系廃棄物や薬剤l処理木材．家庭系有害廃棄物への配慮

が促されている。Fl本の指針では 処理に関する具体的

な情報を含む参考資料や事例が添付されているが。株式

もさまざまで解説も少なく 本文と関連して十分に整

理 ・体系化されたものではなし、。有害廃棄物への対応に

ついても 7 対象品目が限定されている。今後 日本国内

においてI 多くの自治体が災害廃棄物へのおl応計画の立

案や見直しを行うことを考えると，特に リサイクルの

選択肢や有害廃棄物への配慮守集積所（仮置場）の運用。

それらを反映した分別 処理計画のあり方などについて

は，東日本ス震災の経験も踏まえて。既存指針の改定等

も検討しなければならないと考えられる。その際。

- 15 -
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FEMAカイドや USEPA計l出｜ 阿述カイドライン与を

参考にすること Tl¥ilな分別を悲引｜｜においたJSMCWM

マニュアルを検証することも平j効と考えられる。

また 今後の取り組みとしては 世界中で版発する災

害に対比、するため守災害廃棄物管理に関する知見を｜主｜際

的に共有することも必安と考えられる。特にアジア諸国

や途上回は 1 地震や津波、洪水等に見舞われ 大きな被

告：を出しているところもあるが。災害廃棄物への対応マ

ニュアル等を備えているところはほとんどなし山。その

ような匡｜ ・地域に対して。国連ガイドラインが有mであ
るが 実際に現場で被災地の地方自治体関係者に加えて

さまさまな援助組織等が活用することを想定すると。あ

わせて，より具体的な情報の提供が必要と考えられる。

設定した後？それぞれの項｜｜の相当者（計約 15名）を

設定した。担当者による原案に対し！再びタスクチーム

｜付で議J命を行い 己主言lを加えながらJ見在のマニュアル

(2011 1jC: 6 J-J 15 I::/ Ver. 2←Re. 3 tJ、l：年特に断りがない

場合はこの内容について述べる）を完成させた。なおi

｜王｜内外の指針類も参照しながられ成したが！制に悶連カ

イドラインについては！タスクチームのメンパーカサ肘］

して 内部資料として和訳作業を行い。参考にした。

マニュアルは 2011年4月4I::/ (Ver. l）の｜時点から

タスクチームのウェフサイト（http//eprc.kyoto u.ac 

jp/saigai／）ー卜ーで公開したほか。いくつかの自治体に印

刷版を属けるなとした。

また．国連ガイドラインでもリサイクルの選択肢は不さ 3.2 マニュアルの構成

れているものの。最終処分（埋立）が主となっており， JSMCWMマニュアルの目次は 表3の通りとなって

中間処理やリサイクルの選択肢も幅広に提示することが いる。まず全体として 実用性を重視している。たとえ

望ましいと考えられる。ただし．日常の廃棄物管理体制 ば一つひとつの作業や個別廃棄物への対）之、を， ［手ヲ｜］

が未成熟な国もあること 図によってシステムが異なる として区切り．読み切りで見られるようにすることで！

ことも考慮し高度技術を必要としない分別 管fell！.対策 例今のニースにあわせて活用できるようにした。構成と

の検討や優良事例等としての主要選択肢の提示が必要と しては 大きく分けると．次のようになっている。特に

考えられる。また 災害廃棄物の性状は 災害の種類だ 今回は被害が多様かつ甚大で、あるため撤去や集積に

けでなく 地域によっても大きく異なる。たとえば 関しでも l いくつかのパターンを考える必要があったり

2011年のタイのj共水は。都市部を含めて緩やかに浸水 個別廃棄物についても 船舶や津波堆積物なと これま

域が広がる形となったが 日本等では短時附に河Jllが増 でになかったようなものに対峠しなければならなかった

水するなとして，急i))lに浸水 ・流出することが一般的で りしたため，かなりのページ （全104ページ）を割し、で

ある。これらを比べても！事前の減災 ・災害廃棄物減量 いる。なお 国の指針等についてはl 東日本大震災に対

策から災害廃棄物処理や環境保全の戦略まで 異なる視 して発出された指針類を含めて 参考資本｜として列挙す

点が求められることがわかる。したがってI 国際的な廃 ると同時に。内容がまさ合するように配慮した。

棄物管理関係者のネットワーク等を活かしながら 各国 ・概要 。 ［概要］

や池f或の事情を念頭においた議論や検討ができる体制！を

構築すること。そこから得られる知見やマニュアルを効

巣的に普及していくことは，今後の大きな課題と考えら

れる。日本は，東日本大震災を始めとする災害対応の経

験や 日頃の 3R政策の推進取り組みを活かし！貢献す

ることが求められるだろう。

3. JSMCWMマニュアルの概要

対策立案のための手順 －基本事項 ［手ヲIl～5] 

・撤去や集積に関する手順 ・基本事項 ［手引 6]

－各発生場所 集積場所にあった分別や分別作業ll~J°の

注意 ［手引 7]

個別廃棄物への対応 ［手引 8]

－そのほか（ボランテイアとの共有素材や国の方針等

一覧など）

3.3 対象とする災害廃棄物

3. I 目的および作成プロセス 東日本大震災によって発生した廃棄物への対応を主限

東日本大震災における仙台市等の対応を参考に。全国 に置いており，対象とする災害廃棄物は。次の通りである。

の専門家や実務担当者から知見を集約し分別および処 ・避鄭iごみ（避難生活から発生するごみ）

理（リサイクルを含む）を主眼としたマニュアルを整理 －地震廃棄物 (JSMCWMマニュアルでは，山ごみと

した。この情報を共有することにより 1 復旧対応がi星れて 呼ぶこともある）

いる地域や。今後の災害時の参考になることを目的とした。 津波廃棄物（］SMCWMマニュアルでは！海ごみと

作成プロセスとしては。タスクチームのメーリングリ 呼ぶこともある）

ス卜等を通じて知見や意見の提供を呼び掛け？目次案を この類型は，前述の震災廃棄物対策指針，，における

16 
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表3 JSMCWMマニュアルのiで｜次

概要1 2 表紙～概＇it p. 3 

T引O 対策 111lri7口 p ~ 

ニ「ヲII )i'.'Iーする廃棄物のカ7ゴリ jc;jjじおよびゾ ニング p. 6 

手引2 発：Uf:：の ill：＼~ p 9 

:f'}[ 3 復l卜1・i弘明、l7ェ スとJidt物への対比、 p. 10 

干引4 災’山内t~~物の処f]j! フロー p 11 

子引5 分＼Jlj.処JJ［！戦略rr土 p 13 

l JW¥fi家庄司の撤去（［'Clの指針） p.17 

手引 6 2 仮置場の選定 。運m
3 ・i久・二ikJkH't所の選？と ・連凶

l 分目ljfylj｛）匠難ごみ》 p 24 

2 分りI］例 《初［1)J1時の避難こみ。家財ごみ。津波i7:水ごみ》

手引 7 3 分別［列 《！芯，.＼£•.復！ LIO寺の津波倒壊ごみ？？ 家屋ごみ｝

4 倒壊家康の撤去とうj-)Jlj

5 ｜坊じんマスクによる飛11立粉じん対策

l 混合『•J燃物 （焼却I) p. 34 

2 海水被IJ木村等（塩分｜除去）

3 木質系廃棄物 （リユースーリサイクル）

4 津波J阿古物

5 水lli'.il~li禁物

6 コンクリー卜 アスフアルトJJi

7 タイヤ類

手ヲ18
8 家'ihl:'JサイタルU；対象裂，＇，＇／，（テレビエアコン i令政庫 冷凍庫洗濯機 。乾燥機）

9 その他の家電製，＇，，＇，

10 |’ /[•!Jiil 

II ノ、イク

12 船舶

13 アスベスト

14 個別有官 危険製，＇,t,

15 'i'i:重品・想い出の品

16 し尿 ・ 生活jJI 水 （干水処理施設の被災に伴 う生活汚ノ•J('li!JJID

1 災符ljfi紫物早見表

i•H主等
2 「l[i)Jljl解体1時の参考情報 （！-J:i－業者向け）

3 アスベスト対応の詳細

4 ［参考］東日本大震災の廃棄物処叫に悶す る同与の指針

「生活ごみ」 「がれき」という分類や 水害民棄物対策指 ハウを共~fすることが重要と考えられる 。

針31における「粗大ごみ等j「し尿等」 「その他流木 災害廃棄物の基本的なフローは 凶2のようになる。

等」とは異なるが 今阿の来日本大震災における対応に 廃棄物カテゴリーや種類 地域によ って異なる （不安／

向けた類型であるc なお，現H寺点では。原子力発電所等 設定できないフローもある）が ー述のフローを念頭に

の災害によ って発生した放射性廃棄物 （紋射能を帯びた 置いて 分別 ・処理戦略を検討する必要がある。また！

通常の廃棄物を含む）は対象としていなし、。 関係者で．用語の意味を共有しておく ことも 1 その後の

議論のために重要である。たとえば東日本大震災にお

3.4 基本フ口ー いては。主に津波廃棄物の量と質が従来の災害廃棄物に

災害対応全般 （被災地の状川）を珂解した上での対応 比べて相当深刻て、あること 広域処理の必要性 ・可能性

（スケジューリング）が必要となる。廃棄物処理につい があることから。「仮置場」と 「一次 二次集積所」と

ては， 表4の右側のような対応が旬、定される。特に応急 を分けて整理した。「仮置場」はあくまで最低限の生iii

復旧フェーズにおける迅速な対比、が求められる。なお 復旧のために 家屋等から廃棄物を除去し 発生元にお

自治体や被害の程度によ っては，大きく災害対応フェー いて短期間置いておく場所とする。一次 ・二次集積所は，

スが遅れる地域もあると考え られるが後の復旧 復興 その後の処理 （＇）ユース ・リサイクルを含む）も念頭に

をできるだけ早 く進めるために。先行地域の事例やノウ 分別や． 可能な［：］~り中問処刊を行う場所 （場合によ っ て

- 17一



18 浅利美鈴ー吉岡敏明酒井伸 一

表4 災害対応フェースにおける廃棄物対比、の1=1女

~~＇；ヰtilじ（被火地）フェース ！充 ·~~物への対応、

災害相Jifi)J 'j~ ’4初動II.\ （人命救助がi廷先される） 10＇時間 0初動体制lの伴＞＇i.
Emergency Phase 女道路の附fi＇.は J;k本Ii＇＇に人命紋助 （約3口問ニ721時｜品J) om到J対！之、と状況把J原

n:!i'に行われる • lili!'政こみ j也1R1¥Ui~物 （家財 ） ,., 

ioll1皮廃棄物 （iilliJJii-:＇；＇：水）,, J 1j 1,i:,ぺこ
0対応方針の検討～本詑
0「避難ごみ」災筈対J,[;llfl飴

応急復｜トl 人や物の流れ~·；：が lill復する （フイフ 10＂時間 ・「地震廃棄物 （倒i災） ,., iill1皮l従来
Early Recovery (Relief) Phase ラインが戻る）まで （約1カ月） 物 （倒壊）'J等への対応

0対応方長｜の検討～承認
0災筈対応
→市街地からの大量の廃禁物の撤土

復IIオ 社会ス卜 yクが！回復する （避部所生 101 時間 処理 （リユース・リサイクルを合も）
Recovery Phase 活なとが解消する）まで （約1ii') 

復興 産業等も一定回復するまで 10' I時間
Reconstruction Phase （約10if) 

※この災害；初動や応急復旧 復旧 復興フェーズの時間のH安は 地域等により大きく異なる可能性が高いコなお！ 「し尿」対策と
して 「仮設トイレの設置」等は災＇；i：＇初動 I侍の諜題であるが 現｜時占でのマニュアルにおいては 対象外としている。ただし 仮
設トイレ運用の注意山等は ［手ヲI7-1］および ［千引8→ 16］で叫しふれている。

※l 地震廃棄物 （家財） 地震により破損 故障した家財などの廃棄物 （家屋損壊物を｜除く）

※2 津波廃棄物 （津波浸水） 津波による浸水があったものの 大きな倒壊には主らなかった地域における海水等を被った礎発物
（家財中，L、）

※3 地震廃棄物件11JJ袋） 地震で例i裂した家屋 （家財与を含む場合もある）
※4 津波廃棄物 （倒壊） 津波により 例i突し 海水等を被った家屋（本財笥を含む場合もある）

てご二r
（被災地内） （被災地内） （被災地内／被害が大きい場合は被災地外も）

~ 司直
分別

口巨E
4二ユパ ζ ユ

日巨ヨ
図2 基本的な災害廃棄物のフロー

は被災地外）としている。この 「仮置場Jは，過去の事 ・建物，自動車船舶は写真等で記録すること

例等では「－II寺置き場i 「一次，二次集積所」について ・位牌7 アルバム等，所有者等の個人にとって価値が

は「仮置場」と呼称されている場合もある。 あると認められるものについて 所有者等に引き渡

なお 自治体は通常、排出された災害廃棄物への対応 す機会を提供すること

のみが範時となるが大1晃被災害の場合は倒壊家屋等の さらに JSMCWMマニュアルでは？仙台市の事例を

撤去から行うことがある。東日本大震災においても，対 参考に できる限り。 ①金属くず， ②生木！①家電製品l

応が求められたため 「東北地方太平洋沖地震における ④ 自動車7 ⑤危険物 （ボンベ ・消火器等） ＠がれき類

損壊家屋等の撤去等に関する指針jが出された。そのポ （コンクリー卜 ・アスフアルト）， ⑦畳 ・マ y 卜レス ③ 

イントは次の通りである。 貴重品 ！旬、い出の品なとを撤去現場で分別することを推

作業の対象地域 ・日程等の計両を事前に周知するこ 奨している。

と
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3.5 分別・処理戦略

分別 ・処JJllにあたっては できるだけ以1,',i:で分りI］しリ

ユース・リサイクルを保光すること イL町民禁物にも配

慮することを基本としている。

分別例を｜究13に示す。撤去現場では 形状：ヰー lltllで

簡単に認識できるものについては混合しないようにし

ー次集積所等に持ち込んだ際に分日IJ保竹することを1出先

している。また 各種リサイクル法への井lL仁、だけでなく

有害物への対比、や旬、いH＇，の品等への配慮も確り込んだも

のとなっており．有害物対応については 撤去現場のf午

業がi'li'iることのないよう 目制的認が容易な形であげる

よう （たとえばアスベスト含有の可能性があるものとし

て石膏ボードやスレート板守煙突等は分別しておくな

ど）にしている。

仮置場や集積所の運用については守選定 ・設定条刊か

ら運用までを 写真等も交えながら提示している。ただ

し， 2011年夏より被災地で多発している災害廃棄物集

積所での発火 ・炎仁については 対策案の提示はイ分で

はなく 加筆が必要な部分と認識している。

処理 リサイクルオプションについては.16種類以
上の廃棄物カテゴリーについて できるだけ具体的に選

択肢を推理している。特に津波枇積物については！廃棄

物資源循環学会が環境省からの受ii｛という ＇JI三て、適正処別

手法を検討した経緯もあり 初めて体系的に撚切された

ものといってよいだろう （環境省からはl 検討結果に基

づき 2011 J下7J'J 13日に指針が出されている）。基本

的な対応としては 津波堆積物の組成 ・性状に応じて！

埋め戻し材やll}土材等の土木資材やセメント原料として

の有効利用を俊先しつつ 有効利用が離しいものについ

ては 組成や性状にJ:C:，じて適切な処理方法 （エネルギ一

利用 ・焼却 ?!If，害化処理等）を選択するものとしている。

他に処理の選択肢が複数あるものの一つに 木質系廃

棄物があげられる。特に京H本大震災では 海岸 if~戸、の

松林由来の大型生本や 木造家犀巾来の大型l木材も多く

見られ リユース ・リサイクルできる可能性も高し、0 !l二

木等は製紙原本｜ 汚れの少ない家屋系廃木材等はチ yプ

化して各種目1李｜や燃料等にすることが考えられる。その

場合？できるだけ早い段階で他の廃棄物と混ぜないよう

に抜き／・Hし守分別 ・保管することが望ましい。また 渇

水を被っているものも多Lゆ言。基本的には．降雨 （累積

80mm程度であり i 東日本大震災の場合概ね絢雨明

けには達成できる）にさらすことによって。t::i＼分をthiく

ことを推奨している。

なお、これらは！ 本俗的な処仰が始まる前に~＇.i理した

情報であり 今後実際の処理実態なども反映させ選

択肢の判断基準やit'S'.i：点等について!Jll筆修正したり 課

:mについて議l治したりする必裂があると考えられるc

4.おわりに

本稿では 災特14tJ'.i［物符引に｜品lするJJill人l外の指針郊の

レビューおよび比較を行うと同Hjに l~t棄物資源 f!(iJ~＇i ＇子

会「災宰！発棄物対策 ・復興タスクチーム」が作成した

「災千；従来物分りIJ.処理ijiQ/I栴マニュアル」 (JSIVJC¥IVMマ

ニュアル）を約介した。その結果 次のような淑題およ

び展開の可能性が考えられた。

1 ) I王｜内の指針fj'.fについては 震災廃棄物および水害

廃棄物対策指針があるが具体的な｜人j谷が体系的

に狩理されたものではなく リサイクルの選択肢

や白一害廃棄物への配慮 集積所のill!用 それらを

反映した分別 ー処洩計｜山｜のありプjなとについては

東日本大反災の経験も踏まえて 既存指針の改定

等も検討しなければならないと考えられる。その

｜際 FEMAカイドやじSEPA青I~n卜岡市生ガイト、

ライン等を参考にすること JSMCWMマニュア

ルを検証することも有効と考えられる。

2) I王｜際的にも 特にアジア訪問との連携において．

災告廃棄物官担Hに1¥1する主｜｜兄を共右することが必

裂と考えられる。l'Gl:illiカイドラインが右川である

が より具体的な情報の1if:itt.多様な選択肢の提

示が必要と考えられる。なおそれを名凶に

フィー卜、パyクするためには ｜玉｜｜際的な師匠棄物性

理関係者のネ y卜ワーク等を活かしながら 各｜宝｜

や地域の事情を念頭においた議論や検討ができる

休市ljを桃一築すること そこから何られるま｜｜見やマ

ニュアルを効巣的に普及していくことが重要と考

えられる。

3) JSMCWMマニュアルは う｝ ~JIJ およびリユース

リサイクル 迎1処理Jlの促進を念頭にil'i'き 伽｜々

の！発棄物カテコリー別に処理の選択肢を不してお

り 具体的な処理計filii立案なとに有！日な情報を多

く提jj＼ぐしていると考えられる。ただし？今後 東

円本大震災での処理を進める中での課題や実態を

反映させたものに改訂する必要がある。また 一

次集積所における保管が長期化する中。火災防1J・.

や衛生告加なとについては できるだけ早い段階

で知見を擦り込む必裂がある。

本著の論点中戸理を／・H発，凸に 今後 l王｜内外において

災害廃棄物対策の体系化を進め。 災害ll~Jの復Hl復興に少

しでも資すると同Iii＼に 平時の基礎的なJjizり品llみの強化

に結びつけることができればと考えている。
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；＊貴重品
：ゃ想い出
：の品等
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！取り出し、
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I一足利 美 鈴 ・1'; I品l 倣 1~－J . ii『 cJcl: 仲 ー

l i三き房長希望すEり！持匝］［二三共通j青空~~－~~g~（主主一二： r 処理の選択阪

大型生木（樹皮、根付
の物、流木を吉む）

l食貴重品や想い出 ； 
（の品等は、極力取り l
l出し、引き取り場所 : 
lを設置して持ち主へ : 
i引き渡す

: 用途に応じ塩分除去 ： 

アスベスト部材の密閉

[SJ 3 リユース ・リサイクルも含めた分別 ・処理フロー例
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路盤材

骨材

埋め戻し材等

骨材

路盤材等

土舗装埋め戻し材等

パ ティウjレボード等

木炭等

その他リユース材

セメント等

焼却

製紙原料等

木炭等

その他リユース材

セメント等

焼却

セメント等

チップ化（補助燃料）

適正処理

埋立（骨材・土砂）

金属スヴラ、ノプ（売却）

適正処分（埋立、溶融等）

適正処理（焼却）

セメント等

焼却

埋立

金属スヲラップ（売却）

適正処理

自動車リサイヴル

パイヲリサイヴjレ

家電リサイヲル

パソコンリサイヲjレ

金属回収等

焼却

埋立

適正処理（資源回収含む）

適正処理｛宜盟国収吉む）

適正処理（資源回収含む）

焼却埋立

リユース（力ラスネット等）

リサイクル（売却）

リサイクル

処理委託

引取業者

焼却

焼却

保管適正処理

保管適正処理
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Abstract 

F ollowing the March 11th earthquake and tsunami in eastern Japan. a Task team for Disaster Waste 
Management and Reconstruction was established within the Japan Society of Material Cycles and Waste 
Management (JSMCWM) . One of the major jobs undertaken by the task team during fieldwork and upon 
return was to create a manual entitled. Strategies for Separation and Treatment of Disaster Waste (JSMCW!vl 
manual ) . The objective of this paper was to review existing manuals and introduce an outl ine for the 
JSMCWM manual in order to facilitate developments in this field for the future. 

Overseas. U.S. guides for debris management are rather substantial and the information is systematized. 
The international organization UNEP/ OCHA has also published guidelines tha t briefly list up points of 
importance. However. with regard to international information-sharing among Asian countries. we found a 
need to further examine the networks and make avai lable a wider range of choices. etc. to make 
improvements. 

One of the major characteristics of the JSMCWM manual is that it emphasizes the concept that even 
disaster waste is r ecyclable. The recyclable items must be listed up to promote reuse and recycling wher­
ever possible. The manual offers different modes of separation and opt ions for reuse and recycling How­
ever. more information is needed so better management plans can be developed long before a disaster strikes. 

Keywords· disaster waste (deb ris). manual. guideline. segregation. recycle 
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